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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営者セミナー  ＪＡ名 ＪＡバンク滋賀信連（滋賀県） 

１ 動機 

（経緯） 

 滋賀県内の農業経営者を対象に、ＪＡバンク滋賀における農業メインバンク機

能発揮の取組みの一環として、ＪＡグループとの今後一層の取引深耕・関係強化

を目的に、県内で初めて開催されました。 

 

 

２ 概要 主催者：ＪＡバンク滋賀信連 

内容： 

① 開催日  平成 25 年 3 月 3日 

② 講演【第一部】 「強く儲かる農業をつくるには」 

   講師：ジャーナリスト 青山 浩子 氏 

③ 講演【第二部】 「伝統野菜を利用した６次産業化」 

   講師：農事組合法人 すごいえぇのう鮎川 

   顧問 小倉 剛 氏 

④ 情報提供  ＪＡバンクの農業法人支援「アグリシードファンド」 

 

３ 成果 

（効果） 

・ＪＡバンク滋賀が主催で、県内 JA を共催に、後援として中央会、全農、全共、

及び農林中金として、開催したことにより、各連との連携が図れました。 

・当日は、約 400 名の方に出席をいただきました。 

・セミナーのアンケートでは、６次産業化の取組が参考になったとの感想が多数

みられました。 

・セミナー後、アグリシードファンドの詳細説明を個別に９法人実施しました。

 

４ 今後の

予定（課題） 

・メイン強化先の農業経営者を対象にしましたが、個人の認定農業者、集落営農

組織、特定農業団体、集落営農法人、㈱㈲法人、と多岐に参加され、アンケー

トの感想や要望も多岐にわたっていました。 

・ＪＡの次課長からは、中央会が主催となると、県連の連携、ＪＡ内の部門間連

携がさらに図れたとの声が多くきかれました。 

＜会場の様子＞ 

 

  

 

 

 

 

 


